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 第７号  
平成２３年３月 

急速に進む少子高齢化や核家族化、価値観の多様化といった社会情勢の中で、各地域で

は、地域の状況により、様々な課題が生じています。 

こうした課題に対応するため、瀬谷区においても、自治会町内会をはじめとした各種団

体が様々な活動を行っており、団体どうしが連携を取り合うことで、より効果的な活動を

行っているケースもあります。 

「地域で活動している様々な団体が集まり、話し合い、課題を共有して、互いに連携・協力する」

ことで、一層、課題解決の取り組みを進むことが期待できます。 

 

今回は、地域の様々な団体が連携した組織により、情報の共有化や課題検討・課題解決

の取り組みが進められている例を紹介します。 

 

 
せやまる、このは

 

地域のために活動している人どうしで、顔の見

える関係ができると、お互いが抱えている課題

を共有できたり、活動についての新しいアイデ

ィアが生まれたり、一緒に活動することによっ

て担い手が増えるなど、地域が持つ力が、より

一層発揮されることが期待できます。 

顔の見える 

関係 
新しいアイディア

担い手 

発掘 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会議風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引き続き「見守りネットワークの体制づくり」の推進と、

新たに「見守り活動の拠点となる場所づくり」の取組を行

っています。 

ボランティアグループ代表 

保育園 

阿久和北部地区では、平成 20 年に第１回「見守り

ネットワーク実行委員会」を開催、「向こう三軒両隣、

誰もが見守りあえ、助け合える地域づくりをめざしま

す」をスローガンとし、見守りネットワークの体制づ

くりを中心に様々な活動を行っています。 

各自治会長 

 地域の様々な団体が集い課題を出し合い、 

認知・共有、課題解決に取り組んでいます！ 

 
◇取組体制について 

 
具体的な活動としては、「向こう三軒両隣」をベースとした見守りネットワークの体制

づくりを進め、高齢者だけでなく、子育て中の親・子、児童・青少年、障害児者の見守り

活動も行っています。この活動では、日常生活の中で、あいさつや声掛けなどを通して、

隣近所の人たちがさりげない見守りを行い、発災時にも活用できる体制づくりを行ってい

ます。連携している団体の活動を地域の多くの人に知ってもらい、さらに活動の輪を広げ

るために、見守り等に関する全世帯アンケートの実施のほか、各自治会・団体の活動紹介

のパネル展示やあいさつ標語コンテストなどを行う「見守り合いのつどい」の開催などを

行っています。つどいには、100 人近い委員と 1000 人を超える 

地域の方が参加し見守りに対する共通理解を深める場となって 

います。 

◇活動等について 

あいさつ標語コンテスト 

見守り合いのつどい 

青指

民生委員体指
阿久和北部内

福祉施設 

障害者団体

代表 

小中学校 
環境事業 

各種団体 
女性地域 

防犯指導員
保活 保護司

◇現在取り組んでいる活動 

部会（シルバー・青少年・女性）

実行委員会 拡大実行

委員会 

様々な団体が連携し課題

解決に取り組んでいます！ 

実行委員会では、自治会長、各種団体の代表、各部会長、ボランティアグループ代表、

地域の民生委員全員をメンバー（上記内枠内）とし、地域の見守りに関する課題を中心に

地域の幅広い分野における課題の共有、解決の取組を行っています。年に１度の「見守り

合いのつどい」の開催については、上記外枠内の拡大実行委員会で取り組んでいます。 

◇見守りネットワーク実行委員会のメンバー 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南瀬谷地区では、地域の課題解決の推進に向けて、平成 19 年５月に、自治連合会（19

自治会・町内会と体指、青指、保健活動など）と地区社会福祉協議会（福祉ボランティ

アグループなど）による南瀬谷地域福祉保健計画推進協議会を立ち上げ、地区の取組と

して部会ごとに活動を開始しました。 

連合と地区社協が連携して、様々な地域課題の解決に向けて、 

南瀬谷地域福祉保健計画

推進協議会 

連合 
地区 

社協 

課題検討・解決の取組

平成 20 年 10 月「あって～南瀬谷」を開設し、

生活相談等の窓口、食事会の場など、一人暮らし

や高齢者の見守り活動等幅広く活動できる拠点と

して、２名が常駐して対応しています。また、地

区内４か所のサロン活動を支援しています。 

心と身体の健康部会 

福祉拠点部会 

お助け拡充部会 

芋掘り会、歌声喫茶、笑いや身体を動かす事を目的としたイベン

ト等を企画し、地域住民が参加・交流できる機会を作っています。

子どもの健全な遊び場部会 子どもと大人の親睦を目的に、青少年指導委員や体育指導

員、ボランティアの方々と一緒にゲーム等を行っています。

◇各部会の活動等について 

◇その他の活動 

「ＮＰＯ法人南瀬谷」では、自治連合会、地区社会福祉協議会と

連携し、平成 21 年度から次のような事業活動を行っています。 

連合 

NPO 

連携 

○移送サービス事業 

 高齢者、身体障害者、その他公共交通機関を利用して

外出できない方等を対象に、乗用車で送迎する事業。 

 あって～南瀬谷 

各部会が活動してから５年間が経過し、第１期の地福計画地区別計画で取り組んだ主な

活動や事業が、概ね目標達成しました。今後、第２期の地区別計画の内容に沿った体制を

構築し、さらに活動を推進させていきます。 

○生活支援事業 

 主に一人暮らし高齢者を対象とした、住居の掃除、庭の清掃、電球の取り換え、ふすまや

障子の張替え等の各種サポート事業。 

○青色回転等防犯パトロール 

 南瀬谷小学校区及び南瀬谷中学校区等を定期的にパトロール。 

○中高年のパソコン教室事業 等 

課題ごとの部会を設置し、取り組んでいます。

地区

社協

困ったときに気楽に相談できるお助けボランティア活動を行っています。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
瀬谷第四地区 

瀬谷第四地区では、１月８日、「折紙飛行機とファミ

リーもちつき大会」が開催されました。折紙飛行機大

会は青少年指導員を中心に、もちつき大会は体育指導

委員を中心に、自治会や PTA など地区内の様々な団

体が参加・協力しました。200 名以上の子どもが参加

し、紙飛行機やもちつきを楽しみました。地域の多く

の人が集まり、大人と子どもが交流し、地域の一体感

が強まりました。 

 

青少年指導員が中心となって紙

飛行機教室を開催しました。 

体育館では

紙飛行機の

飛行時間を

記録しまし

た。

体育指導委員、

自治会役員の指

導のもと子ども

たちももちつき

を体験！ 
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編集後記 

22 年度の「地域づくり通信」は

本号が最終号となります。みなさま、

ご協力ありがとうございました。来

年度も、地域の取材に出向いた際に

はご協力よろしくお願いします。 

瀬谷区各地区 

 

１月中旬、瀬谷区内の各地で「どんど焼き」が行われました。どんど焼きとは、正

月の松飾りやしめ縄、書き初めなどを持ち寄り、一か所に積み上げて燃やし、無病息

災・五穀豊穣を祈る行事です。各地区でたくさんの人が参加し、家族の健康を祈りな

がら、伝統の行事を楽しんでいました。 

宮沢地区南瀬谷地区瀬谷第四地区 

写真の３地区以外の地区でも開催され、

地域の多くの方が参加しました。

せやまる 
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